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 要  旨 
最近、研究室レベルであるが、微粒子の作製にレーザアブレーション法が使われるよう
になってきた。溶液に浸したターゲットに集光させたレーザ光を照射することにより溶液中
に 5nm～数十 nm の微粒子を分散させることができる。この方法は気相中でのレーザア
ブレーションと区別するためにしばしば液相レーザアブレーション法と呼ばれる。気相法と
は違い常温常圧といったマイルドな環境下で実験を行なうことができることから微粒子作
製法の一つとして注目を浴びている。扱われる物質としては初期の頃は金や銀などの貴
金属を用いたものが多かったが、最近では様々な物質が扱われるようになってきた。私の
所属している田中研究室においてもこの方法を用いて TiO2、WO3、Fe2O3 といった金属
酸化物の微粒子を作製している。 
 
液相レーザアブレーション法は液相－固相界面での反応を利用した微粒子の作製法
である。しかし、液相レーザアブレーションによる微粒子の作製時に気相－液相の界面に
おいて、しばしば気相法で見受けられるプルームに似た発光が確認されている。また、田
中研究室の過去の研究により TiO2 微粒子の作製の際に、気相(空気)－液相（水）界面
にレーザ光を集光させて作製した微粒子溶液の場合のみ紫外吸収スペクトルに強い吸
収ピーク（200nm 付近）が現れることがわかった。このことは界面でのレーザ光の集光によ
り微粒子以外の何かが溶液中に生成されることを示唆している。 
    
本研究ではまず空気－水界面の反応によって溶液中に生成される物質の特定を試み
た。溶液の紫外吸収スペクトルの測定により、それは硝酸であることが分かった。さらに界
面上で確認された発光のスペクトル分析により、硝酸が空気中の窒素と酸素、溶媒の水
の分解によって生成されたことがわかった。さらに気相をプロパンで満たして同様の実験
を行なったところ溶液中に炭素質化合物を形成することができた。XPS の測定よりその炭
素化合物は C の他に O を含んでいることがわかった。 
 
これらの結果から、固－液界面での反応を利用した通常の液相レーザアブレーションと
同様に、気－液界面でのレーザアブレーションによって物質の合成が可能であることが示
された。 
 
 
 
 
